
本県の基本情報

岩手県の基本情報及び「いわて県民計画」の概要

項目 データ 備考

人口（R2国調） 1,210,534人(全国32位) ・人口は、H27国調と比較して、▲69,060人。
減少率は▲5.4％で、都道府県別で２番目に高い。

・2040年には、95万人程度まで減少する見込み。
（国立社会保障・人口問題研究所）

人口割合
（R2国調）

15歳未満 ：11.1％(全国43位)
15歳～64歳：55.1％(全国34位)
65歳以上 ：33.8％(全国 8位)

面積（国土地理院） 15,275.01km2(全国2位)

・面積は、都道府県別で２番目に広く、面積の大部分
を森林が占めている。
・人口密度は、都道府県別で２番目に低い。

主な土地利用
（岩手県HP：H30）

森林：77％、農地：10％、
宅地：2％、その他：11％

人口密度（R2国調） 79.2人/km2(全国46位)

県内総生産
（県民経済計算H30）

名目：4兆7,396億円(全国30位)

民間最終消費支出：28,504億円（構成比：60.1％）
政府最終消費支出：10,914億円（構成比：23.0％）
総資本形成 ：16,090億円（構成比：33.9％）
移出入等 ：▲8,111億円（構成比：▲17.1％）

産業構造：就業者数
（H27国調）

第1次産業：10.8％(全国 ４位)
第2次産業：25.4％(全国22位)
第3次産業：63.8％(全国38位)

・第１次産業に従事する人の割合が高く、第３次産業
に従事する人の割合が低い。

【基本データ】

【岩手県庁】

項目 データ 備考

職員数
(R3定数管理調査)

18,988人(全国28位)
・内訳としては、知事部局：4,411人、警察：2,462人、
教育：12,115人

部局数（R3時点） 12部局、４広域振興局 ・広域振興局の他に、12の合同庁舎がある。

＜本県地図＞

【市町村】

項目 データ 備考

市町村数（R3時点） 33市町村
・内訳は、14市、15町、4村。（うち過疎団体25市町村）
・平成の大合併前は59市町村（13市、30町、16村）
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資料２
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※ 出典 1945～2020：国勢調査（総務省）
2025～2045：日本の地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所、出生中位・死亡中位）
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実績（国勢調査人口） 推計（将来人口推計）

岩手県の総人口の推移（単位：千人）

本県の人口動態

岩手県の基本情報及び「いわて県民計画」の概要

65歳以上
ピーク

↓

75歳以上
ピーク

↓

○ 本県人口は、1960年の145万人をピークに、現在は120万人台となっており、2045年（約25年後）にはピーク時の2/3以下、90
万人を切る推計となっている。（出生中位・死亡中位の場合。以下同様）

※ なお、「岩手県人口ビジョン」（令和２年３月改定）では、2040年に100万人の人口を確保することを目指している。
○ 15歳未満人口は減少を続けており、2045年にはピーク時（1955年）52万人の15％となる8万人まで減少する。
○ 高齢者人口は、65歳以上は2025年をピークに、75歳以上は2035年をピークに減少に転じる。

人口ビジョンでは100万人
の確保を目指す


